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百十年 ほど前、五世紀 にわた る トル コの圧制が終 わ りに近付 いた ころ、
ブルガ リアの有名 な詩人であ るブ リス ト・ボテフは次のよ うに訴 え ま し
た。「ブルガ リアはで きるだ け早 くヨー ロッパ へ の道 を辿 らな けれ ばな
らない。間 に合わ なけれ ば、永久に 日本 と並んで、発展不十分 な国 とな
る。」
約二十年後 に もう一人 の有名な作家 、イワ ン ・ワゾフはこれ とま った
く逆 の態度 を表 しま した。すなわ ち、「ア ジア諸 国 の うち もっ とも成 功
で きるのは日本人 であるに違 いな い。政府 も国民 も同様 に進歩的な精 神
に導 かれてい るか らだ。」
それは、何 と言 って も、 まことに予言 的な発想で あったのですが、 あ
いに く、その動機 となったのは、 日本におけるローマ字への運動で した。
つま り、同 じくヨー ロッパ の文化パ ター ンに基づ いて いる価値観です。
当時の ブルガ リアの一番代表的 な二人 の作家が 日本へ目を向けたのは、
少 しも珍 しくない と思 います。 なぜか と言 うと、十九世紀末 のブルガ リ
ア と日本 との運命 には共通点が少 な くないか らです。両国とも、っま り、
およそ二 百年 の鎖 国時代直後 の日本 も、五世紀 にわ たる トルコ圧制 直後
の ブルガ リアも、 ヨー ロッパ を中心 とす る外国 の文化 を次 々 と取入 れ よ
うとしたわ けです。
1906年 に は日本文学 の最初 の翻訳が出版され、それは徳富健次郎(蘆
花)の 『不如帰』で した。重訳 で、"Nami-ko"と 言 う題 名 です 。浪 子 の
悲 しいス トー リーは当時あ人 の心 を強 く感動 させて、長 い間 ブルガ リア
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におけ る日本 の女性 のイメー ジはその名 と結付 け られていま した。似 て
い る事情 のなかか ら生れて きた当時の ブルガ リア文学 の女性主人公 をよ
く連想 させたか らで しょう。で も、残念 なが ら、その最初 の出会 い は 日
本研究 の動機 にはなれなか ったのです。それ以来 は、 日本 への興味 は、
あ らゆ る政治 的、および経済的な情況 に従 いなが ら、高ま った り、消 え
た り して、 ネグ レク トと憧れ との間で揺 れて いま した。
しか しなが ら、詩人 のボテフの発言 か ら日本研究の始ま りまでに は、
「早 いものに」 と言 うよ りも、「ものす ごく遅 いもの に」百年以上 の月 日
が経 ちま した。
これか ら、 この遅れて きた研究者達 の問題 にっ いて少 しばか り考 えて
みたい と思 います 。
で もその前 に、日本研究 とはいったい何 であるのか と言 う問題 を簡単
に取扱 いたい と思 います 。 これ はこの 日文研 の問題点 の一っで もあ ると
思 われ るか らです。
日本研 究 と言 う言葉 には狭 い意味 と広い意味 が含 まれて いると思 い ま
す。狭 い意味で は、 日本 の文献 も使用 され る研究 の ことを指 しています。
すなわ ち、 日本語 能力を必要 とす る様 々な分野 における研究 のことです。
あ るいは、言 いかえれば、それ は直接法 の研究です 。
広 い意 味で は、 日本 に関す るあ らゆる事実や概念 な どを含む もっと一
般的な研 究を指 して います。すなわち、日本語 能力 を必要 と しない研 究
の ことです。言 いかえれば、間接 法の研究です。
段階的に は広 い意味での研 究が先 に くると思いますが、狭 い意味 で の
研究が発展 しな いか ぎり、全体 の研究 の学問的な役割 も疑問 に思 われ る
と言え るで しょう。
ですか ら、私 はここで、 ブルガ リアにお ける日本研究 の問題 を段 階的
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に、っ まり、広 い意味での研究 か ら狭 い意味での研究 へ と、およばず な
が ら考察 させて いただ きます。
研究 の基礎 、あ るい は、その結果 の表現にな ってい る、日本 にっ いて
の出版物 を次 の三 っにわけて取扱 いた いと思 います。 す なわ ち、(イ)
日本 を紹介 す る本 、(ロ)日 本文学 の翻訳 、(ハ)教 育 と専門研究、 と言
う三 つです 。
ブルガ リアで出版 された 日本 を紹介 する本 は、 日本 の政治、経済 、地
理 、社会 、文化 、日常生活等 の分野 に触 れて いて、そ のなかに は紀 行文
や外国語か らの翻訳 も少な くあ りませ ん。 ブルガ リア人に よって書 か れ
た本 と外国語か ら訳 された本 は、あわせて百冊 以上 もあ ります。
最初 の本 、『日露戦争 と国際法』 と言 う本 は、1904年 に出 ま した。一
番新 しい本 は、1989年 に出版 された 『日本 ・さむ らいの刀 か ら人工 イ ン
テ レク トまで』 です。
全部 の百冊以上 の本 には触 れ られません し、触れ る必要 もないで しょ
う。ですか ら、 ここで一番話題 にな った本を簡単 に紹介 しま しょう。
1972年 に初版(1987年 に再版)さ れた ミラン ・ミラノブ氏の 『日本 ノー
ト』 は注 目すべ き本の一 っだろ うと思 います。著者 は1970年 、大阪 万博
の時 に、一年間 ぐらい ブルガ リアの代表 と して 日本 に滞在 し、帰国後、
日本の高度成長の シ ンボルになった大阪万博 をは じめ とす る日本 の印象
をまとめて本 に したのです。執筆動機 は日本 の高度成長 の要因 を探 るこ
となので、本 の中心にな って きたの は、経済 、政治 、社会 、歴史等 の問
題です。他 の人 の本を参考 に して、著者 自身 の発見 とオ リジナル ・アイ
デアが ほとん どないと言 って も過言ではないですが、そのっ もりはなかっ
た ようです。「私 にとって 日本 と言 う国 は真珠 を作 る貝 と同 じです 。 真
珠が見 られ るには、それを貝 か ら取出 さな くてはな りません。で も、 そ
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うした ら、貝 を殺す ことにな るのです。」 とは、本の最後 の言葉 です 。
一方 、1985年 に出版 された 『日本 、そのまま』と言 う本 の著者、ジャー
ナ リス トのマル コ ・セモフ氏 は 「貝 を殺す」 おそれをぜんぜん感 じて い
なか った らしいです 。日本滞在 も一週間 ほど と短か った し、参考本 もあ
ま り使わ なか ったか らで しょう。 日本 は、警察官等のよ うな公務員 以外
の人 は年金 を もらわないって。 日本 のサ ラリーマ ンは普段仕事 が終 わ っ
てか ら、スーパ ーで買物 を して、買物 の袋 を持 って 「トル コ」へ行 くん
です って。 こうい う"発 見"は 外 にもい っぱいあるのですが、 これで遠慮
させていただ きます。私 の知合 いで、 ブルガ リア語ので きる日本 人が そ
の本 を読 んで 、著者 に決闘を申 し込 もうとす るほど、怒 ってきたのです。
あいに く、『日本、 そのまま』 と言 う本 は、 今 まで 出版 され た 日本 の
紹介 の本 の うちで は、一番成功 した ものです。今年再版 されま した し、
発行部数 も一番多 いのです。 なぜか と言 うと、著者が 日本の事情 を背景
に して、 ブルガ リアの政治、経済等の欠点 を批判 しているからで しょう。
政府 によって 出版 を禁止 され たとい う噂 さえ も一時広が ったので、 それ
は言 うまで もな くす ごい宣伝 にな りま した。結局、 この本 は 『日本、 そ
のまま』 と言 うよ りも、「ブルガ リア、そのまま」 のよ うに読 まれ て、
読者 に反響 を呼 び、大変 うけたのです。
話題 にな った本 の もう一っ は、 ナチ ョ ・パパ ゾフ氏の 『日本 ・さむ ら
いの刀 か ら人工 イ ンテ レク トまで』(1989年)で す 。 それ は一番 詳 し く
て、参考本 の付録 も付 いているのです。日本 の経済 、科学、技術等 に お
け る飛躍的 な進歩 の要因 を追求 しなが ら、日本 の先端技術、品質管理、
生産 の運営等 の問題 が取扱われて います。著者 は駐 日ブルガ リア大使 を
した こともあ るし、長 い間 ブルガ リア ・日本経済協力委員会 の会長 も し
ていたので、情報 もた くさん持 っていたので しょう。 それ に して も、 彼
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の本 は思 ったほどには成功 しなか ったのです。 マスコ ミに誉め られ た に
もか かわ らず 、読者 にはあま り読 まれなか ったわ けです。その理 由 は著
者 の政治的 な地位 にあるように思 われます。っ まり、本が出た時に著者
は共産党 の政権 の要人 の一人だ ったのですが、国民の間にはその政 権 へ
の不満が我慢で きな いほど高ま って きたと言 うわ けです。
日本 を紹介す る本 は直接 的に日本研究 には属 さな くて も、少 な くとも
研究 の背景を作 るに は貢献 で きると言え るで しょう。っま り、一般 的 な
情報が普及 され ると、 より専門的な問題への関心 も現れて くるわけです。
しか し、 もしこ うい う本に間違 いがた くさんあれば、それ は日本 へ の
理解 と言 うよ りも、 日本への誤解 を もっと深 くす る恐れが あります。
はっき り言 います と、 ブルガ リアで 出版 された日本 の紹介 の本 は、 日
本研究へ の門 を開 くと言 う役割 を完全 に果たせなか ったと思 います。 な
ぜか と言 うと、次の よ うな理 由が挙 げ られ ると思 います。
日本を紹介す る本 は、 日本へ の関心 を高めつつあ り、日本へ の関心 が
高 いことか ら生 まれて くるのです。つ まり、社会 の要求へ の答え と して
出て くるのです。ですか ら、紹介す る国 と言 うよ りも、出版す る国 の政
治的、経済的、社会 的、思想的、文化的等の問題 と密接 に関連 して い る
と言え るで しょう。そのために、『日本、そのまま』の ような本 は、「ブ
ル ガ リア、その まま」の本 にな りうるのです。
もう一っの理由 は著者 の日本知識が不十分 なためです。た とえ、 ま じ
めな人であ って も、 またま じめに他 の本をた くさん読んで も、どれが一
番重要 であ るか、 どれが代表的 な特徴であ るか、 そ ういうことが分 か ら
なければ、足 りない部分 も、欠点 も、誤解等 も生 じて くるで しょう。
日本の紹介 の本を書 くのはやさ しく見え るのです が、日本 の知識 を深
くすればす るほど、 こうい う本 は書 けな くな ると思 います。 日本 に四、
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五 日 ぐらい滞 在 した人 は本 を書 いて、二 、三週間 ぐらい滞在 した ら、 い
くっかの記事 を書 いて、数 ケ月滞在 した ら、記事 を一っ ぐらい書 いて、
もっと長 く滞 在 した ら、何 も書か ない、 と日本学者 の間で はよ く言 わ れ
てい ることです。 日本 と日本研究に一生を賭けた人だけが書けるので しょ
う。ですか ら、 こうい う人が現れないか ぎり、欠点だ らけの本の出版 は
避 けられない ことで しょう。
それ故 に、 日本研究 の歴史 があさい ブルガ リアで は、日本 の紹介には、
日本を直接 に紹介 す る本 よ りも日本文学 の翻訳 の方が貢献 して きた と考
えています。訳 された文学作品 その ものは もちろん、詳 しい前書 き も日
本文化 の理解 への鍵 になって きた と思 います。
日本文学 の翻訳 に も二つの段 階があ ると言 えます。一っ は重訳 の段階
で、 もう一っ は日本語か らの翻訳 の段階 です。
重訳 の段階 で一番注 目すべ きものは、ニコ ラ ・ジェロフ氏の日本 ポ エ
トリの翻訳で あると思 います。彼 は三冊 の本 を出 して、三冊 とも再 版 さ
れま した。『青 い時』(初 版1922年)は 四回出て、『大和の歌 』(1937)と
『咲いた枝』(1938)は 二回ずっ出版 されま した。 そ の三 冊 に は、 『万葉
集』 か ら与謝野晶子 の詩 までの 日本 の代表的 なものが入 ってお り、当時
のブルガ リアの詩人達に影響 を与 えたそ うです。重訳 なので、和歌 が長
歌 になった り、俳句が新体詩 にな った りす る例 も少 な くないのですが、
全体 と して 日本の ポエ トリの雰囲気 をよ く伝えています。
オ リジナルか ら最 初の翻訳 は1977年 に出版 された川端康成 の 『雪国』
と 『千羽鶴 』(ボ イ カ ・エ リトワとゲ オル ギ ・ス トエ フ訳)で す 。 あれ
か ら十三年ばか り経 ちま したが、 このよ うな短期間にただ数人 の翻 訳者
の力でおよそ四十冊 ぐらいの翻訳書 が出てきたのは、記録的 な ことと思
われ ます。翻訳 された もののなかには、現代文学 の小説 が一番多 いです
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が、古典文学 の翻訳 さえ もあ ります 。翻訳 の リス トが付 けてあ るので、
ここで もっとも代表的 な翻訳書 と翻訳者 、及 び、翻訳 活動 の主 な傾 向 と
問題点等 を簡単 に紹介 させて いただ きます。
翻訳活動 の特徴 の一っ は選択です 。選 び方 は、 よ く売れ ると言 うよ り
も、 日本文化 を代表す ると言 う原則 に基 づいて いるので、選択 の中心 に
な って きたのは、いわゆる純文学 です。た とえ ば、川 端康成 の 『山の音』
(ド ラ ・バ ロワ訳)と 『美 しい日本の私 』(ッ ベタナ ・ク リス テ ワ訳)、
有島武郎 の 『或女 』(ベ ラ ・ブ トワ訳)、 芥川龍之介の 『闇中問答』、 『河
童』、『歯車 』、『或阿呆 の人生』等を含む選集(バ ロ ワ訳)、 谷 崎潤一 郎
の 『春琴抄 』、『刺青』等 の選集(ブ トワ訳)、 夏 目漱石 の 『こ ころ』(バ
ロワ訳)、 志賀 直 哉 の 『暗 夜行路 』(ネ リ ・チ ャラコワ訳)、 井上靖 の
『通夜 の客』、『闘牛」等 の選集(バ ロワとブ トワ訳)、 井伏鱒二 の 『黒 い
雨』(バ ロワ訳)、 遠藤週作 の 『海 と毒薬』(バ ロワ訳)、 太宰治 の 『斜陽』
(ク リステワ訳)等 が挙 げ られます。
現代作家 の うち、一番よ く訳 された のは、たぶん安部公房 で しょう。
『他人 の顔』(バ ロワ訳)、 『燃 えっ きた地図』(ル ジツァ ・ウグ リノワ訳)、
『砂 の女』(1991年 出版予定)の よ うな長編小説 と同時 に、雑誌 に載 せ ら
れ た短編 も多 い し、『友達』(バ ロワ訳)と 言 う戯曲は今年の三月 にソフィ
アのある劇場 で上演 されて、それは日本 の戯曲の初上演 とな りま した。
安部公房が ブルガ リアでそんなに有名 になって きたの は、二 っの理 由が
ある と思 います 。その一っ は言 うまで もな く、安部公房 の作 品が全 世 界
の人 々に訴 えてい ると言 うことにあ るのですが、 もう一 っの理由 と して
ソ連 におけ る出版活動 の影響が挙 げ られる と思 います。っ まり、 ロ シア
語 への翻訳 が数多 く出た うえ、 ブルガ リアには ロシア語 の本屋がた くさ
んあ ったため、大勢 の人 に読 まれて、出版社 の人 も読者 もブルガ リア語
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への翻訳 を期待す るよ うにな って きたわけです。
長 い間 ブルガ リアのさまざまな分野 において、 ソ連へ の依存が あ り、
翻訳活動 も例外で はなか ったのです。禁止 された本 はその例の一っであっ
たと言え るで しょう。幸 いに、日本文学のなかに禁止 され た作品 は ほと
ん どなか ったのですが、例外 は、三 島由紀夫 です 。彼 の最 初 の翻訳 、
『金閣寺』(バ ロワ訳)は 去年 や っと出版 されま した。
もっとも有 名な作家 と作品 を翻訳す るのは もちろん、で きるか ぎ りロ
シア語を は じめとす る他 の外国語 には訳 されていな い作品を翻訳 しよ う
とす ることが、 この遅 れて きたブルガ リアの翻訳者の原則 の一 っに な っ
て います。その例 として 『秋風記』 と言 う題名 の日本現代文学 の短 編集
(ク リステワ編集)を 紹介 させていただ きます。 その本 には、 他 の言葉
に訳 された短編(林 芙美子 の 『晩菊 』、安 岡章太郎の 『ガ ラスの靴 』、丹
羽文雄 の 『厭 が らせの年齢』、遠 藤週作 の 『肉親再 会 』、 大江 健三 郎 の
『他人の足』、有吉佐和子 の 『地唄』)と 並 んで 、 は じめて外国 語 に翻訳
された と思 う短編(太 宰治 の 『秋風記』、大岡昇平の 『神経 さん』、志賀
直哉 の 『好人物 の夫婦』、井上靖 の 『道』)も 入 って います。
日本現代文学 の ブルガ リア語へ の翻訳 が数多 く出版 され ることに、一
番大 きく貢献 して きたのは、 ドラ ・バ ロワ氏 に違 いあ りません。彼 女 は
1981年 か ら 「ナ ロ ドナ ・クル トゥー ラ」 と言 う外 国文学専 門の出版 社 に
勤 めていて、 自分で もた くさんの翻訳 を したり、他 の人に も仕事 を させ
た り、 日本 文学の翻訳が出版社 の計画 に入 るよ うに、一生懸命 に努 力 し
た りして きた のです。
現代文学 の翻訳 に比べて古典文学 の翻訳がまだ少 ないのは、当然 の こ
とと思われます。一 番大 きな理 由は翻訳者が一人 しか いない と言 うこ と
です。古典文学 の翻訳 も現代文学 と同 じような原則 に基づ いて いるので
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す 。す なわち、(イ)オ リジナルか ら翻訳す ること、(ロ)代 表的 な作品
である こと、(ハ)で きるか ぎり、他 の外国 語 に はあま り翻 訳 され て い
ない作品 を選 ぶ こと、(二)作 者 と作 品、及 び、 当時 の文化 の特徴 を紹
介す る詳 しい前書 きを付 けることな どです。たとえ ば、1985年 に出 た清
少納言 の 『枕草子』 が英語 にも、 ロシア語等 に も翻訳 されて いるの に対
して 、 ブルガ リアにおける日本古典文学 の最初 の翻訳 にな った後深草 院
二条 の 『とはずが た り』(1981年 、 ク リステワ訳)は 、 日記 文学 の代 表
的 な作品で あるに もかかわ らず、 日本 に も未だ によ く知 られて いな い よ
うです。
最後 にな ります が、ブルガ リアにおける日本文学 の翻訳 の もう一 っの
特徴 を指摘 してお きたいと思 います 。それは発行 部数 の ことです。今 ま
で ブルガ リアで は翻訳文学 がかな り多 く読 まれて きたのはなぜ か、 と言
う問題 は別 と して 、日本文学 への関心 はまことに信 じられないほど高か っ
たと言 うことを強調 しなければな りません。約九 百万人 の人 口のあ る ブ
ルガ リアで、 日本文学の本 は四万部 ぐらいで出た り、それに、短 い間 に
売切れ になった りして きたの は、珍 しく思われ るで しょ う。 『と はず が
た り』 のよ うな古典 さえベス ト・セ ラーになったの も、その証拠 の一 っ
と して挙 げ られ ます。
日本文学 の翻訳が果た した役割 は、二っ にわ けて考察 で きると思 いま
す。一つ には、 それが 日本文学 を初 め として、 日本人 の日常生活 、 日本
人の考え方等 を直接 に紹介 して きた ことが挙 げられます。 もう一っには、
翻訳 を通 じて 日本 に関 しての情報 が重 なって きて、それに基づ いて専 門
的な研 究 も可能 になると言 うよ うな役割 もあるので す。 た とえば 、『と
はずがた り』 の翻訳が出た ら、日記文学 の特徴にっいての論文 を理 解 で
きる人 も現れて くるで しょう。一方 、翻訳 をす るに は、テキス トを詳 し
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く調 べなけれ ばな らないので、それは結局、研究 の出発点 に もな り うる
のです。
ブルガ リアにおける日本研究、狭 い意味での研究 を紹介す る前 に、 そ
れに関連 して いるい くっかの問題 に触 れたいと思 います。
一番大 きな問題 は次 のよ うに思 われます。っ まり、簡単 に言 えば、 ブ
ルガ リアでは日本研究が最近始ま ったばか りであ るのに対 して、世 界 に
は日本研究 の歴史 の長 い国々 もあ るのです。 そのため、 ブルガ リア にお
け る日本研究 には二っ の道があ ると思 います。その一 っは、 ブルガ リア
は何 も知 られ ていないか ら、 どんな研究 で もいいと言 う考 え方 に基 づ く
ものです 。 しか し、それ は、遠慮 せずに他 の人が書 いたことを繰返 して、
plagiarismだ らけの論文 と本を書 く危険 をは らんでい るのです 。残 念 な
が ら、 このよ うな論文や本 さえ も、 ブルガ リアで はもう出ていますが、
その題名 と著者 の名前 は、 ここで は遠慮 させて いただ きます 。なぜか と
言 うと、著者 自身 が自分 のや りかたが正 しいと考えてい るか も知 れ な い
か らです 。
もう一つ は、 ブルガ リア国内だ けで はな く、幅広 い日本学者 の世界 に、
およばず なが ら貢献 しよ うとす る道 なのです 。それ はどうや って実 現 で
きるのか、と言 う質問 に答え るために、最初 にブルガ リアの 日本学 者 が
直面 している問題点 、または研究 の相手 等にっいて少 しばか り考え てみ
たい と思 います 。
問題点 は、次 のよ うに思わ れます。っま り、(イ)日 本 につ いて の情
報 と知識 が足 りない こと、(ロ)研 究の基礎 にな り うる日本 研究 の伝 統
がない こと、(ハ)日 本研究者 の数が少 な くて、 それ に、 みん なが そ れ
ぞれの分野 での研究 を進 めて いるので、デ ィスカ ッションの場 にな り う
る研究 サー クルがない ことです。
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しか し、伝統 がない と言 うことは必ず しも悪 くはないと思 います 。 な
ぜか と言 えば、伝統 がなけれ ば、昔 のauthorityへ の依 存 もな い し、 ぜ
ひ とも守 らなければな らない研究パ ターンもないので、研究 の自由が あ
るわけです。 これ は何 よ りも先ず、研究方法 の自由を意味 して います。
で も、 このよ うな自由に も制限があ り、それは主 として、研究 の目的 と
研究相手等 に関連 しているように思 われます。
聞 く相手 か読 む相手が いなければ、研究 がどん なに優れて いて も、 砂
漠 のなかでの独 り言 になるのですね。
さて、 ブルガ リアの日本研究者 はだれを相手 にで きるので しょ うか。
一っ には もちろん、日本 をは じめ とす る外国 の日本研究者です。そ の意
味 では、 日本へ の留学、国際会議 への参加等 はブル ガ リア人の 日本 研究
を支 えるために重要 な役割 を果 た していると強調 しなければな らな い と
思 います。 それ らはディスカ ッションと意見交換 の場 にな って くるか ら
です 。この関係で今 まで私達 に もっと も協力 して くださ ったのは、国際
交流基金 と ヨーロ ッパ 日本学研究協会(EAJS)で す。
しか し、 こうい う所で他 の国 が作 り出 した 日本学 の伝統的 なアプ ロー
チを真似 した ら、面 白 くもない し、申 し訳 ない ことに もな ります 。
一方、 ブルガ リアで はま とまった日本学 会がないので、相手 にな り う
るの は一体だれ なので しょうか。他 の言語 、文化 、歴史、社会学等 を研
究 して いる人 しか相手 はあ りません。で も、そのよ うな人達 と対話 で き
るた めには、共通語 を探 さなければな りません。
以上に述べ られ たよ うな研究相手 の二っの特徴 を調和 させて、結付 け
られ るの は、現代理論(moderntheory)に 基 づ くアプローチで あると思
います。っ ま り、 ヨーロッパ の文化パ ター ンを中心 とす るアプ ローチの
制限 を乗越え よ うと してい る理論 のことです。
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このよ うな アプローチを使 うな ら、日本学の研究 の歴史が ある国 で発
表 を して も面白 い し、 ブルガ リアで も理解 され る可能性 が増 えて くるで
しょう。それ に一番大事なの は、 このアプローチによ って、世界 の文 明
を背景 に日本文化 の特徴を明確 にさせ るため に貢献 で きるのです 。研究
の意味 は結局そ こにあ ると言 え るで しょう。 アメ リカのよ うな日本 学 の
伝統が ある国 々で も現代文化論 が最近 日本研究にも応用 されるよ うになっ
て きたの も、 このアプローチの応用性 の証拠 の一っ として挙 げ られ るで
しょう。
研究 の内容 を紹介す る前 に、 もう一 っの視点か らこの アプ ローチ の メ
リッ トを考 えてみたいと思 います。それは理論 に挑戦す ることにな りま
す。っま り、変形文法 、構造論、記号論等 のような現代文化論 はヨーロッ
パ の文化パ ター ンの影響 を逃れ ようとして も、研究の基礎にな って い る
のは、主 として西洋 のテキス トなので、異 な った文化 の特徴 が説 明 で き
る 「間」が残 ってない場合 もあるのです。 したがって、それがか な らず
しも日本研究へ直接 に応用 できるわ けで はあ りません。理論をお よぼず
なが ら考 え直す必要 が現れて きて、今後、 日本文化研究 は現代文化論 の
発展に も貢献 で きるのです。
以上 のよ うな研究 の目的 に達す るには、 ブルガ リアの日本学者 は母 国
語 だ けではな く、英語 をは じめとす る国際語 で も自分 の研究論文 を書 か
なければな らないので、言 いたいことを全部 スムーズには言 えな い場合
もあ ります が、それ しか方法が ないようです 。
これか ら、 ブルガ リアの日本学者が追求 して きた主 な研究 テーマ を簡
単 に紹 介 させていただ きます 。
文学 一日本の 日記文学 、随筆 とヨーロ ッパ の 自伝 、エ ッセイ との比較
研究、「物語 ので きは じめ」である 『竹取物 語』 のpatternofsignificati
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On、 『とはず がた り』 と 『源氏物語 』 とのinterteXtUalrelatiOnS、 日記 文
学 におけ る文芸時問(GerardGenetteに 基 づいて)、 ア リス トテ レスの論
を初 め とす る ヨー ロッパ の暗喩論(メ タファー)と 日本文化 にお け る暗
喩 、originarymetaphorと して の和 歌 に お け る 「袖 の涙 川 」 の表 現
(Derridaに 基 づいて)、 世界文化におけ る主 な文化パ ター ン(「文法向き」
のパ ター ンと 「テキス ト向 き」のパ ター ン、Y.LotmanとU.Ecoに基
づ いて)等 の研究 です(ッ ベ タナ ・クリステワ)。
言語学 一日本語 とブルガ リア語 との音韻論的な比較研究 、 日本語 の音
韻論 的な特徴 一音素 と音節 につ いて(ブ ラテ ィス ラブ ・イ ワノ ブ氏)、
日本語 の動詞 の活 用 タイプ(イ ワノブ氏 とエ レオ ノラ ・ヨ フコ ワ氏)、
日本語 の授 受動詞 の機能 と意味(ヨ フコワ氏)等 の研究です。
日本 の現代 史 と社会学 一日本社会 におけ る女性運動 、日本 の現代社 会
にお ける科 学 ・技術革新 と伝統文化 との問題(ネ リ ・チ ャ ラコ ワ氏)、
日本 と東南 アジア、 日本 と中国 との関係の現状 と見通 し(ボ リャ ・ア ル
ギ ロワ氏)等 の研究です。
ブル ガ リアの日本学者 と日本文学 の翻訳家達等 の共通問題 と して、 日
本語 のことばと名前等を ブルガ リア語文字に写す方法 の問題 が挙 げ られ
ます。 これ は音韻論的 な問題 で もあ り、文化 的な問題で もあ りますか ら、
共同研究 の論文 も出 ています(イ ワノブ氏、 シル ビア ・ポポワ氏、 ク リ
ステワ)。 トランスク リプシ ョンの問題 は、何 よ り も先 ず それ ぞれ の国
語 の特徴 と関連 して いるのですが、国際的な共通点 も少 な くないのです。
たとえば、日本人 の名前 の順序 がそのなかの一 っです 。っ ま り、名前 と
姓 とで はど っちを先 に書かな ければな らないので しょうか。色 々な外国
語 の本 を見 て も、それはめちゃくちゃな状態です。日本研究 の伝統を もっ
て いる国 々では何 らかの基準があるかも知れませんが、 ブルガ りアで は
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問題だ らけなのです。芥川龍之介 はそのままでいいけれど も、三島 由紀
夫 は由紀夫 ・三 島で も差支 えないと言 うようなや りか たにはどん な学 問
的な根拠 があ るので しょうか。 しか し、 こうい行詰 ま りになった ことに
は、外国の研究者 のみな らず、日本人 に も責任 があ るのではないか と思
われ ます。
さて、 ブル ガ リアにお ける日本学 の中心 とな って きたのは、ソフ ィア
大学 の日本学科 です。その他 には、科学 アカデ ミーに属 して いる研 究所
に も幾人かの ジャパ ノロジス トが勤 めて います。 しか し、ソ フィア大学
に勤 めて いない人達 も非常勤 の講師 として日本学科 の仕事 に協力 して い
るのです。現 在 ブル ガ リアの一番優秀 な日本研究者 は、力 を合せ て、 あ
る程度 は自分 の研究 も犠牲 に して、日本語 と日本文化 の教育 に、全 力 を
尽 して いるのです。その きっかけになったの は、1990年9月 にソ フィア
大学で 日本学科 が独 立 した と言 うことです。
ブルガ リアで 日本 語の教 育が始 ま ったのは1968年 です。それは ソフ ィ
ア大学での夜 間講座で した。 ソフィア大学 の学生 に限 らず、他 の大学 、
研究所、会社 等を は じめ とす る一般 の市民 も参加 で きるよ うな仕組 みに
な って います。そ のため、参加者 の数 はきわ めて多 く、 日本 への関心 の
増大 とともに増加 して きたわ けです 。毎年少 な くて も百人 ぐらいの希望
者がお り、二 百人以上 もきた場合 もあ ります。 しか し、三年 間の講 座 な
ので、最後まで勉強 しっづ ける者 は一割 ぐらいです。従 って、 この夜 間
講座 は日本語 と日本文化の普及 には重要 な役割を果た しているのですが、
効率が低 いた め、 日本研究の発展 にはあま り貢献 してい るとは言 え な い
わけです。
日本学科 は古典 ・新 フィロロジーの学部 に付属 して いるので、教育 は
学部 のパ ター ンに従わな ければな らない規則があ ります。っ まり、 フィ
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ロロジー(言 語 と文学)の 学部 なので、 日本学科の中心 にな ってい るの
は、日本語 と日本文学です。 しか し、日本関係 の教育 は他 の所 で は行 わ
れていないので、日本語 と日本文学 のみな らず、 日本の歴 史、宗教 、哲
学等 も教 え られています。
ブルガ リアにおけ る大学教育 システムは日本 、アメ リカ等の教育制度
とは違 います か ら、主 な違 いに簡単 に触 れてみたい と思 います。
学部教育 は五年間 で、B.A.とM.A.と は一緒 にな って います。
教育課程 は三 っの段階 にわけ られています。第一の段階で言 語学論、 文
学論等 の フィロロジーの基:礎的な知識(必 須科 目と して)を 受 けて、 第
二 の段階 で 日本語 や 日本文化等 について基礎 的な知識(同 じく必須科 目
と して)を 受 けて、第三 の段階で四っの分野(日 本語 の言語学 、日本文
学 、 日本 文化 、 日本の社会論)か らどれか一 っを選 んで、専門別 の知 識
を受 ける仕組 み にな っています。必須科 目と選択科 目 と同時 に、日本学
科 の学生 は一年生か ら五年生 まで 日本語 もず っと勉強す る ことにな って
います。一年生 は週 に十四時間 、二年生、三年生 と四年生 は十時間ずっ、
五年生 は週 に六時間です。希望 した ら、他 の学科 と学部 の講座 も受 け ら
れ るのです が、ひまがあま りな さそ うです。最後に、 ジャパ ノロジス ト
として の卒業証 を受 けるために卒業(M.A.)論 文 も書 か な けれ ばな
りませ ん。
以上 のよ うな大学教育 システ ムはきっ く感 じられ るかも知れませんが、
学生 に面 白 くて価値の高 い教育 を受 けさせ るには、先生達 は大変苦労 し
な くて はな りません。必修科 目の内容を面白 くした り、選択科 目を多 様
化 した りす るため には、非常 な努力が必要なのです 。幸 いに、スタ ッフ
の人 はまだ若 くて、全員、常勤 も非常勤 も同様 に熱心 に仕事 をや って い
ます。
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次 に 日本 学 科 の ス タ ッ フを簡 単 に紹介 い た します 。
・Dr.TzvetanaKristeva一 日本 学 科 の主 任 教 授
(日 本 語 の文 法 、現 代 文 化 と文学 の理 論 、 日本 古典 文学 、古 文 、 日本
学 入 門等)
・Dr.LyudmilaHolodovich一専 任講 師(一 等)
(日 本 語 、現 代 日本 文 学 等)
・Mrs.SilviaPopova一 講 師(二 等)
(日 本 語 、現 代 日本 事 情 等)
・Mrs.EleonoraYovkova-Shii一講 自而(三 等)
(日 本 語 、 言 語 学 論 等)
・Mrs.DoraBarova一 非 常勤 講 師
(日 本 語 、 翻 訳 等)
・Mr.BratislavIvanov一 非 常 勤講 師
(日 本 語 の言 語 学 論 、 日本語 の歴 史)
・Dr.NellyChalakova一 非 常勤 講 師
(日 本 の歴 史)
・Dr.VolyaArgirova一 非 常 勤講 師
(日 本 の政 治 と国 家 機 構 等)
そ して 、lastbutnotleast、 国 際 交 流 基 金 か ら派 遣 され た 真 崎 光 晴 先
生 です 。
去 年 の九 月 に入 学 した 日本 学 科 の"初"学 生 は九 人 しか い ませ ん が 、 彼
等 が 卒 業 した ら、 日本 語 と日本 文 化 の教 育 や 日本 研 究 等 も一 層 普 及 され
るで し ょう。
そ して 、 そ れ が実 現 で き るま で 、 ソ フ ィ ア大 学 で は 、一 般 の市 民 向 き
の夜 間 講座 と優 秀 な学 生 向 きの 日本 学 科 とで 、数 人 の ジ ャパ ノ ロ ジ ス ト
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達が努力 しっづ ける しか方法がないのです。
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